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雨 量

そ の 他
昭和61.2.1～2.28 低 温 公共土木施設292箇所1,726,918千円 1月の平均気温
(1986年) 被害総額1,726,918千円    日光 一6.5℃

  (平年一4.0℃)

昭和61.8.4～8.5
(1986年)

降水量　　（単位： ㎜）
地点名 4日 5日 合計
那須   169 136  305
五十里 132  63  195
八方原 202 108  310
黒磯   128 134  262
八溝山 131 106     237
土呂部 167  67     234
大田原 146 142     288
日光   184  32    216
今市   160  53    213
塩谷   138  84    222
足尾   132  19    151
方塞山 190  28     218
高根択 155 177     332
鳥山   157 146    303
鹿沼   148  67    215
宇都宮 153  94     247
葛生   150  24    174
真岡   170 141    311
足利   147  1O    157
佐野   157  23    180
栃木   140  33    173
小山   158  34    192

台風10号
及びその
後の低気
圧による
大 雨 ( 県
下 全 域 )

(県中央,
県 北 部 )

7月29日21時,フィリピン東方
海上に発生した弱い熱帯低
気圧が8月１日3時,ルソン島
の東で台風第10号となっ
た。
  その後,台風は北東進して
沖大東島の南を通り,中心
気圧985mbの勢力を保ちな
がら,速度をはやめて4日に
は本州の南方海上に達し
た。
  一方,千島付近に中心をも
つ冷涼な高気圧があって,
北日本から東日本に張り出
していた。
  この状況下で台風は,4日
21時,石廊崎の南約1.20㎞
の海上で温帯低気圧
(980mb)に変わり,5日未明
にかけて房総半島を縦断し
たが,その後,進行速度がき
わめて遅くなり,6日朝には
三陸沖でほとんど停滞状態
となった。
  台風がもたらした高温多
湿な気流によって低気圧に
伴う前線が活発化したこと
と,低気圧の移動速度が遅く
なったことが相まって,総雨
量が300～400㎜という多量
の雨が広い地域で降った。
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